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研究課題名 キサンチン尿症患者の臨床像の検討 

研究の意義・目的 腎性低尿酸血症は、運動後の急性腎不全や尿路結石の危険性が高いことが知られて

います。また、低尿酸血症は、生活習慣病（糖尿病・高血圧・脂質異常症、慢性腎不

全など）、心血管疾患（心疾患、脳血管疾患、末梢血管疾患）、感染症などと関係する

ことが報告されています。しかしながら、キサンチン尿症患者さんにおけるこれらの

実態は明らかになっていません。本研究の目的は、低尿酸血症患者の通院頻度が高い

と考えられる日本痛風・尿酸核酸学会の会員にアンケート調査を行うことで、キサン

チン尿症患者さんにおける生活習慣病（糖尿病・高血圧・脂質異常症、慢性腎不全な

ど）や心血管疾患（心疾患、脳血管疾患、末梢血管疾患）、感染症などの臨床像を明

らかにすることを目的とします。 

研究を行う期間 機関の長の実施許可日 ～ 2029 年 12 月 

研究協力を 

お願いしたい方 

（対象者） 

2019 年 8 月～2024 年 8 月に当院及びアンケート調査に協力する機関に受診さ

れた方のうち、キサンチン尿症と診断された１８歳以上の方が対象となります。 

協力をお願いしたい

内容と研究に使わせ

ていただく試料・情

報等の項目 

診療の過程で得られた下記項目を本研究に使用させてください。  

診療情報：年齢、性別、身長、体重、喫煙歴、飲酒歴、既往歴、検査データ、診断方

法 

試料・情報を 

利用する者の範囲 

および管理について

責任を有する者の 

研究機関の名称 

この研究は、公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院医学研究科代謝内分泌病態内科

学のみで行います。 

【研究責任者】藏城雅文 

本研究の 

利益相反 

利益相反の状況については研究者等が利益相反マネジメント委員会に報告し、その

指示を受けて適切に管理します。 

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

研究に協力を 

したくない場合 

診療情報が当該研究に用いられることについてご了承いただけない場合には研究対

象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも不利益を受ける

ことはありません。 

連絡先 大阪公立大学大学院医学研究科 代謝内分泌病態内科学  

担当者氏名：藏城雅文 

電話番号：（06）6645-3806 

メールアドレス：masafumi-kurajoh＠omu.ac.jp 

 


